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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

無加温ハウスでの冬期栽培に適した玉レタス栽培法を開発するため、無加温ハウス（内カーテンを装備）におい

て１２～３月収穫の体系を検討した。その結果、適品種として「インカム」、「プラノ」を選定し、また、内カーテン等の利

用により、レタスの球重の増加、球緊度（球重／球体積）の低下、低温障害の軽減ができることを明らかにした。

(1)球重（500ｇ以上）及び球緊度（0.3以下）を基準とした場合、「インカム」及び「プラノ」が適する（図３）。

(2)条間35㎝株間35㎝、４葉苗を定植、ハウス内温度が－５℃を下回る地域では内カーテン又はトンネルを併用する

（表１）。

(3)球緊度の低下及び低温障害の軽減には、12月どりではハウスを利用し、１月どり以降では内カーテンを併用する

（図４）。

(4)内カーテンは、各種資材を組み合わせた低コストで設置が容易な「ふくしま型内カーテン」（部材費90,813円/10ａ）

を採用すると、経費が節減できる（図２、表２）。

２ 期待される効果

(1) 夏秋果菜類等の栽培施設の冬期間の利用を促進できる。

(2) 冬期間の所得確保ができる。

(3) 既存パイプハウスを用いた場合は、無加温栽培のため、低コストである。

３ 適用範囲

無加温ハウスで内カーテン又はトンネルを併用して、最低-5℃以上を確保でき、冬期間パイプハウスが維持できる

地域

４ 普及上の留意点

(1)球緊度は、球重ｇ/球体積（π×球高×長球径×短球径/6）㎝３の数字で求められ、この数値が小さいほど（目安

0.3以下）玉のしまりが緩く業務用に適する。

(2) 施肥量は、前作の残肥が影響するため、施肥前に土壌診断を行い判断することが望ましい。

(3) 虫害ではネキリムシ、ハモグリバエ及びナメクジ等、病害では灰色かび病、菌核病及び斑点細菌病等の発生が

考えられるため、適正な防除に努める。

(4) 厳寒期においてもハウス内は20℃以上となる恐れがあるため、日中の換気は適宜行う。



Ⅱ 具体的データ等

表１．栽培暦

●：は種

＝：育苗期間

△：定植

－：ほ場栽培期間

■ ■：収穫期間

：外張り（１枚）に加えて内カ

ーテン又はトンネルを展張する期間

図１ 収穫の様子 図２ 「ふくしま型内カーテン」の設置模式図

表２ 福島型内カーテンの資材費の目安

図３ 品種比較試験結果 図４ 被覆試験結果

発生度：100×Σ（発生指数別株数×指数）÷（３×調査株数）

Ⅲ その他 指数０：未発生、１：少、２：中、３：多（販売不可）.
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